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■
令
和
８
年
度
　
林
野
庁
関
係

予
算
概
算
要
求
の
概
要

林
野
庁
は
こ
の
ほ
ど
令
和
８
年
度
予
算
概
算

要
求
を
財
務
省
に
提
出
し
た
。
要
求
額
は
、
総

額
３
、４
５
７
億
６
、２
０
０
万
円
（
対
前
年
度

当
初
予
算
比
１
１
２
・
７
％
）。
内
訳
は
公
共

事
業
が
２
、３
１
７
億
５
、０
０
０
万
円
（
同
１

１
７
・
４
％
）、
非
公
共
事
業
が
１
、１
４
０
億

１
、２
０
０
万
円
（
同
１
０
４
・
１
％
）。（
表

参
照
）

重
点
事
項
の
テ
ー
マ
は
、「
２
０
５
０
年

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
等
に
貢
献
す
る
「
森
の
国
・
木

の
街
」
の
実
現
に
向
け
た
森
林
資
源
循
環
利
用

施
策
の
総
合
的
な
展
開
」。

非
公
共
事
業
は
、「
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
グ
リ
ー
ン
成
長
総
合
対
策
」
１
８
２
億
円

（
１
４
３
億
円
）
に
統
合
さ
れ
、
以
下
の
項
目

で
構
成
さ
れ
る
。

１　

森
林
集
約
・
循
環
成
長
対
策

森
林
の
集
積
・
集
約
化
に
向
け
た
関
係
者
の

合
意
形
成
や
、
路
網
整
備
、
省
力
・
低
コ
ス
ト

再
造
林
、
ス
マ
ー
ト
林
業
の
実
装
に
向
け
た
先

進
的
な
林
業
機
械
な
ど
高
性
能
林
業
機
械
の
導

入
、
木
材
加
工
流
通
施
設
の
整
備
、
波
及
効
果

の
高
い
木
造
公
共
建
築
物
・
木
造
非
住
宅
建
築

物
の
整
備
、
特
用
林
産
振
興
施
設
の
整
備
等
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
機
械
導
入
・
施
設
整
備

に
対
す
る
融
資
を
円
滑
化

２　

木
材
等
の
付
加
価
値
向
上
・
需
要
拡
大
対

策Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
木

造
化
、
木
材
利
用
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

削
減
効
果
の
「
見
え
る
化
」
の
促
進
、
合
理
的

な
木
材
価
格
の
形
成
に
よ
る
森
林
資
源
の
循
環

利
用
に
向
け
た
供
給
体
制
構
築
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の

輸
出
促
進
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
環
境
整

備
、
特
用
林
産
物
の
需
要
拡
大
、
森
林
空
間
を

活
用
し
た
「
森
業
」
の
展
開
等
の
取
組
を
支
援

３　

森
林
・
林
業
担
い
手
育
成
総
合
対
策

「
緑
の
雇
用
」
事
業
に
よ
る
新
規
就
業
者
へ

の
体
系
的
な
研
修
、
林
業
大
学
校
で
学
ぶ
就
業

前
の
者
へ
の
給
付
金
給
付
、
外
国
人
材
受
入
れ

に
向
け
た
条
件
整
備
、
林
業
経
営
体
の
労
働
安

全
対
策
等
を
支
援

４　

ス
マ
ー
ト
林
業
・
Ｄ
Ｘ
推
進
総
合
対
策

林
業
の
安
全
性
、
生
産
性
及
び
収
益
性
の
飛

躍
的
な
向
上
を
図
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
林
業
技

術
や
木
質
系
新
素
材
等
の
開
発
・
実
証
、
ス

マ
ー
ト
林
業
技
術
を
活
用
す
る
新
た
な
作
業
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
地
域
一
体
で
林
業
活
動
に
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
フ
ル
活
用
す
る
拠
点
づ
く
り
等

を
支
援

５　

森
林
・
山
村
地
域
活
性
化
振
興
対
策

里
山
林
の
整
備
・
活
用
に
取
り
組
む
組
織
の

確
保
・
育
成
を
図
る
た
め
、
活
動
組
織
確
保
に

向
け
た
説
明
会
・
体
験
会
の
開
催
、
安
全
対
策

や
施
業
技
術
に
関
す
る
講
習
の
開
催
、「
半
林

半
Ｘ
」
を
含
め
た
活
動
組
織
に
よ
る
里
山
林
の

整
備
・
活
用
の
実
践
を
支
援

６　

花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
転
換
促
進
総
合

対
策

ス
ギ
人
工
林
伐
採
重
点
区
域
に
お
け
る
ス
ギ

人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
の
加
速
化
や
ス
ギ
材

の
需
要
拡
大
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡

大
、
花
粉
の
飛
散
量
の
予
測
、
ス
ギ
花
粉
の
飛

散
防
止
対
策
等
を
支
援

こ
れ
ら
の
対
策
の
中
で
木
材
産
業
に
関
連
の

深
い
事
業
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

木
材
需
要
拡
大
・
木
材
産
業
基
盤
強
化
対
策

（
拡
充
）

こ
の
事
業
は
、「
１　

森
林
集
約
・
循
環
成

長
対
策
」
に
含
ま
れ
、
支
援
内
容
は
、
①
木
造

公
共
建
築
物
等
の
整
備
、
②
木
造
非
住
宅
建
築

物
等
の
整
備
、
③
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進

施
設
の
整
備
、
④
特
用
林
産
振
興
施
設
等
の
整

備
、⑤
木
材
加
工
流
通
施
設
等
の
整
備
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
⑤
木
材
加
工
流
通
施
設
等

の
整
備
の
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
安
定
的
・
持

続
的
な
国
産
材
の
供
給
体
制
の
構
築
に
向
け

て
、
木
材
産
業
の
基
盤
強
化
に
資
す
る
木
材
加

工
流
通
施
設
等
の
整
備
を
支
援
す
る
。そ
の
際
、

木
材
産
業
の
人
材
不
足
に
対
応
す
る
省
力
化

や
、
内
装
材
等
の
高
付
加
価
値
製
品
の
供
給
に

向
け
た
施
設
整
備
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
リ
ー
ス
等
に
つ
い
て
も
支
援
を
実
施
す

％

公 共 事 業 費 197,343 231,750 117.4

一般公共事業費 188,018 222,425 118.3

治 山 事 業 費 62,453 73,882 118.3

森林整備事業費 125,565 148,543 118.3

災害復旧等事業費 9,325 9,325 100.0

非 公 共 事 業 費 109,487 114,012 104.1

306,830 345,762 112.7

（注）１

２

３ 計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

百万円 百万円

合　　　　　　計

金額は、関係ベース。

上記のほか、農山漁村地域整備交付金の中で、林野関係事業を措置している。

令和８年度　林野庁関係予算概算要求の概要

令和７年８月

区　　　    　分
令和７年度
当初予算額

令和８年度
概算要求額

対前年度比

　

※「食料安全保障強化政策大綱」を踏まえた食料安全保障の強化に向けた対応に係る経費、

　 「第１次国土強靱化実施中期計画」に係る経費及び「総合的なTPP等関連政策大綱」を踏まえた

　　農林水産分野における経費については、予算編成過程で検討。

全市連のホームページアドレス http.//www.zennichiren.com
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停
滞
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
高
性
能
林
業
機
械
の

高
騰
や
燃
料
費
そ
の
他
資
材
の
高
騰
等
が
あ

り
、
素
材
生
産
事
業
者
は
、
仕
事
は
あ
る
け
れ

ど
も
様
々
な
コ
ス
ト
の
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
す

る
と
い
う
厳
し
い
状
況
。（
東
北
）
数
年
前
か

ら
ト
ラ
ッ
ク
運
送
費
が
上
昇
し
て
お
り
、
こ
れ

を
価
格
に
ど
う
転
嫁
し
て
い
く
か
が
課
題
。
合

板
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
価
格
維
持
に
期
待
。
集
成

材
等
に
つ
い
て
は
、
円
安
等
に
よ
り
製
品
輸
入

量
が
減
っ
て
国
産
材
代
替
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
価
格
の
維
持
を
期
待
し
て
い
る
。（
関
東
）

新
潟
で
は
、
原
木
は
堅
調
な
動
き
で
、
製
品
は

し
ば
ら
く
落
ち
た
が
、今
の
と
こ
ろ
は
横
ば
い
。

ス
ギ
の
良
質
材
は
、
東
北
方
面
か
ら
の
買
方
の

引
き
合
い
が
出
て
い
る
。
輸
出
は
順
調
で
丸
太

価
格
の
下
支
え
と
な
っ
て
い
る
。（
中
部
）
原

木
供
給
は
、
酷
暑
で
作
業
量
が
少
な
く
入
荷
が

少
な
い
と
い
う
声
。
需
要
が
な
い
た
め
に
単
価

が
良
い
割
に
は
出
材
が
少
な
い
。
柱
材
は
各
地

で
だ
ぶ
つ
き
気
味
。
高
級
品
も
動
き
が
鈍
い
。

伐
期
に
入
る
が
出
材
が
増
え
る
感
じ
は
し
な

い
。
原
木
は
高
い
が
製
品
は
安
い
。
一
般
住
宅

用
の
需
要
は
少
な
く
、
特
に
構
造
材
は
売
れ
な

い
。
非
住
宅
は
注
文
が
増
え
て
き
て
い
る
と
聞

く
。
住
宅
着
工
減
で
需
要
減
の
と
こ
ろ
に
建
築

基
準
法
改
正
の
影
響
に
よ
る
追
い
打
ち
が
か

か
っ
た
状
況
。
各
分
野
で
人
手
不
足
の
影
響
が

見
ら
れ
る
よ
う
だ
。（
近
畿
・
中
国
） 

原
木
の

出
材
は
、
猛
暑
に
よ
り
実
稼
働
時
間
が
減
少
し

生
産
量
に
影
響
し
た
。
重
機
や
資
材
の
燃
料
価

格
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
し
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
だ

け
で
作
業
が
行
え
る
除
伐
作
業
へ
の
シ
フ
ト
が

進
ん
だ
。
原
木
需
要
は
、
５
月
以
上
は
建
築
基

準
法
改
正
の
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
が
み
ら
れ

た
が
、
７
月
に
入
り
秋
需
に
向
け
た
積
極
的
な

原
木
仕
入
れ
の
気
配
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

る
ほ
か
、
横
架
材
・
ツ
ー
バ
イ
材
等
の
国
産
材

の
利
用
の
低
位
な
部
材
供
給
等
を
優
先
支
援
す

る
と
い
う
も
の
。
事
業
内
容
は
、
製
材
・
集
成

材
・
合
板
等
の
木
材
加
工
機
械
や
乾
燥
機
の
他
、

原
木
選
別
機
等
の
流
通
施
設
の
整
備
を
支
援
。

〈
課
題
と
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
〉
深
刻
な
人

手
不
足
や
適
正
な
木
材
価
格
に
対
応
す
る
た

め
、
省
力
化
・
付
加
価
値
化
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
一
方
、
現
状
は
地
域
材
利
用
量
増
加
の

み
が
要
件
で
あ
る
こ
と
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
拡
充
の
部
分
で
は
、
省
力

化
や
省
力
化
や
高
付
加
価
値
化
を
図
る
施
設
整

備
に
お
い
て
は
、
省
力
化
（
労
働
生
産
性
を
向

上
す
る
目
標
の
設
定
）
や
高
付
加
価
値
化
（
付

加
価
値
生
産
性
を
向
上
す
る
目
標
を
設
定
）
の

要
件
で
支
援
可
能
と
さ
れ
た
。

「
建
築
用
木
材
供
給
・
利
用
強
化
対
策（
新
規
）」

こ
の
事
業
は
「
２　

木
材
等
の
付
加
価
値
向

上
・
需
要
拡
大
対
策
」
に
含
ま
れ
、
対
策
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
民
間
非
住
宅
分
野
等
に
お
け
る
国

産
材
の
利
用
拡
大
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
・

Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
木
造
化､

木
材
利
用
の

持
続
可
能
性
の
評
価
に
向
け
た
環
境
整
備
、
合

理
的
な
木
材
価
格
の
形
成
に
よ
る
森
林
資
源
の

循
環
利
用
に
向
け
た
供
給
体
制
構
築
、
木
材
産

業
の
人
材
の
確
保
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る

と
い
う
も
の
。

事
業
内
容
は
次
の
と
お
り

（
１
）
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
・
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
に
よ
る
木

造
化
総
合
対
策
事
業
（
拡
充
）

①
一
般
流
通
材
の
高
度
利
用
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
活

用
に
よ
る
木
造
化
技
術
の
開
発
・
普
及
の
取

組
等
を
支
援
。

②
一
般
流
通
材
や
木
質
耐
火
部
材
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を

活
用
し
た
建
築
物
等
の
先
駆
性
等
の
高
い
設

計
・
建
築
実
証
を
支
援
。

③
各
地
域
で
の
系
統
だ
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
り
木
造
建
築
物
を
担
う
設
計
者
・
施
工
者

を
育
成
す
る
取
組
等
を
支
援
。

（
２
）
木
材
利
用
の
持
続
可
能
性
の
評
価
に
向

け
た
環
境
整
備
事
業
（
新
規
）

建
築
物
Ｌ
Ｃ
Ａ
制
度
化
へ
の
対
応
に
向
け
、

中
高
層
建
築
物
に
必
要
な
部
材
等
の
排
出
原
単

位
の
整
備
等
へ
の
支
援
や
、
国
産
材
・
地
域
材

利
用
に
よ
る
排
出
削
減
効
果
を
見
え
る
化
す
る

手
法
の
開
発
等
を
実
施
。

（
３
）
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
向
け
た
木
材

供
給
体
制
構
築
事
業
（
新
規
）

①
木
材
流
通
の
各
段
階
に
お
け
る
コ
ス
ト
や
課

題
等
の
調
査
や
価
格
転
嫁
に
向
け
た
需
要
者

の
理
解
醸
成
を
実
施
。

②
関
係
者
間
の
水
平
・
垂
直
連
携
を
通
じ
た
、

合
理
的
な
木
材
価
格
の
形
成
に
向
け
た
モ
デ

ル
的
な
体
制
づ
く
り
の
取
組
等
を
支
援
。

（
４
）
木
材
産
業
人
材
確
保
促
進
対
策
（
新
規
）

①
企
業
説
明
会
や
研
修
な
ど
人
材
確
保
・
育
成

の
取
組
を
支
援
。

②
外
国
人
材
の
円
滑
な
受
入
に
向
け
た
特
定
技

能
測
定
試
験
等
の
実
施
や
、
受
入
れ
・
定
着

に
向
け
た
環
境
整
備
等
を
実
施
。

③
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
安
全
診
断
の
徹
底
、

安
全
性
向
上
の
モ
デ
ル
的
取
組
を
支
援
。

ス
ギ
材
の
需
要
拡
大

こ
の
事
業
は
「
６　

花
粉
の
少
な
い
森
林
へ

の
転
換
促
進
総
合
対
策
」
に
含
ま
れ
、
事
業
の

内
容
は
、
次
の
と
お
り
。

（
１
）
花
粉
症
対
策
木
材
活
用
加
工
流
通
施
設

等
の
整
備

ス
ギ
材
の
利
用
拡
大
に
向
け
、
集
成
材
等
の

製
品
を
効
率
的
か
つ
安
定
的
に
生
産
・
供
給
で

き
る
木
材
加
工
流
通
施
設
に
お
け
る
加
工
機
械

の
導
入
等
を
支
援
。
ま
た
、
ス
ギ
材
の
増
産
等

に
よ
る
需
給
緩
和
に
備
え
、
ス
ト
ッ
ク
機
能
強

化
の
た
め
の
製
品
保
管
倉
庫
や
原
木
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
の
整
備
等
を
支
援
。

（
２
）
花
粉
症
対
策
木
材
利
用
促
進

住
宅
分
野
で
の
ス
ギ
材
の
需
要
を
拡
大
す
る

た
め
、
中
小
工
務
店
等
や
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
者

の
ス
ギ
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
等
へ
の
転
換
の
取
組
を

支
援
。

（
３
）
花
粉
症
対
策
木
材
の
活
用
に
向
け
た
技

術
開
発

改
正
建
築
基
準
法
令
を
踏
ま
え
た
、
高
耐
力

な
住
宅
で
の
活
用
を
含
め
、
ス
ギ
材
の
利
用
拡

大
に
向
け
た
製
品
の
開
発
や
製
造
の
低
コ
ス
ト

化
、
設
計
や
建
築
に
係
る
技
術
開
発
等
の
取
組

に
対
し
て
支
援
。

（
４
）
花
粉
症
対
策
木
材
の
利
用
拡
大
に
向
け

た
機
運
の
醸
成

ス
ギ
材
を
活
用
し
た
建
築
物
の
木
造
・
木
質

化
等
を
促
進
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
、
機
運
の
醸
成
を

図
る
取
組
を
支
援
。

■
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の

構
築
に
向
け
た
中
央
需
給
情
報

連
絡
協
議
会
開
催

令
和
７
年
度
の
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の

構
築
に
向
け
た
中
央
需
給
情
報
連
絡
協
議
会

が
、
川
上
か
ら
川
下
に
至
る
幅
広
い
関
係
者
の

参
加
の
下
、
令
和
７
年
９
月
８
日
に
ウ
ェ
ブ
会

議
で
開
催
さ
れ
た
。

１
．
木
材
需
給
の
動
向
と
見
通
し
に
つ
い
て

○
各
地
区
事
務
局
か
ら
の
情
報
提
供

（
北
海
道
）
北
海
道
で
は
建
築
基
準
法
改
正

の
影
響
が
全
国
の
傾
向
よ
り
も
強
く
感
じ
ら
れ

る
。
主
要
樹
種
で
あ
る
ト
ド
マ
ツ
・
エ
ゾ
マ
ツ

に
関
し
て
は
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
ず
っ
と
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示
と
チ
ラ
シ
の
配
布
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
者
が
顧
客
に
木
材
運
搬
手
数
料
の
受
領
に
理

解
を
得
る
方
法
で
あ
る
。
森
林
の
大
切
さ
や
木

材
の
重
要
性
を
強
調
し
て
、
そ
れ
ら
を
町
に
つ

な
ぐ
材
木
店
等
の
経
営
が
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
木
材
運
搬
手
数
料
の
受
領
に
理
解
を
求
め

て
い
る
。
ま
た
、
交
渉
す
る
際
に
配
達
コ
ス
ト

の
根
拠
を
示
す
こ
と
が
重
要
な
の
で
、
木
材
運

搬
手
数
料
積
算
ソ
フ
ト
を
作
成
し
て
、
各
事
業

者
が
自
社
の
条
件
に
応
じ
た
参
考
数
値
を
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

②
株
式
会
社
山
西
の
西
垣
洋
一
代
表
取
締
役

会
長
よ
り
、
価
格
転
嫁
に
つ
い
て
次
の
情
報
提

供
が
あ
っ
た
。
私
ど
も
の
会
社
で
は
価
格
転
嫁

は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
今
年
１
月
以
降
は

利
益
率
の
低
下
を
伴
う
非
常
に
厳
し
い
状
況
。

全
国
の
プ
レ
カ
ッ
ト
等
は
、
利
益
が
出
せ
て
な

い
の
が
現
状
だ
と
思
う
。
い
か
に
単
価
を
上
げ

な
が
ら
、
最
終
的
に
は
山
元
へ
還
元
す
る
木
材

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
作
る
か
、
皆
さ
ん
と

共
に
作
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
だ
と

思
う
。我
々
プ
レ
カ
ッ
ト
や
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、

木
材
の
小
売
は
、
価
格
を
上
げ
た
ら
受
注
が
も

ら
え
な
い
と
い
う
形
が
で
き
て
い
る
。
需
要
拡

大
に
つ
い
て
は
非
住
宅
の
木
造
化
の
み
な
ら

ず
、
内
装
の
木
質
化
を
も
っ
と
や
る
べ
き
。
坪

単
価
の
契
約
は
、
木
材
を
た
だ
の
材
料
と
し
か

見
て
い
な
い
の
で
、商
慣
習
の
見
直
し
が
必
要
。

木
材
は
地
球
か
ら
我
々
に
与
え
ら
れ
た
唯
一
の

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
、
こ
の
価
値
を
我
々

森
林
・
林
業
・
木
材
業
界
の
者
が
、
一
体
と

な
っ
て
一
般
の
人
た
ち
や
住
宅
関
係
の
人
た
ち

に
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
発
信
し
な
け
れ
ば
、
安
売

り
の
脱
却
は
で
き
な
い
。

○
意
見
交
換

（
一
社
）
全
国
木
造
住
宅
機
械
プ
レ
カ
ッ
ト

協
会
か
ら
、
坪
単
価
と
い
う
考
え
方
で
木
材
価

格
、
資
材
価
格
や
配
送
費
な
ど
単
位
が
全
く
違

う
も
の
が
全
部
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
木

材
の
価
格
に
つ
い
て
最
も
川
下
に
近
い
部
分
で

は
全
く
考
慮
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
資
材

費
と
配
送
費
等
は
坪
単
価
の
外
に
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
木
材
価
格
に
つ
い
て
の

川
上
の
話
を
川
下
の
最
後
の
と
こ
ろ
ま
で
持
っ

て
い
け
る
と
思
う
。
坪
単
価
の
加
工
賃
に
つ
い

て
も
、
住
宅
の
様
式
に
よ
り
経
費
が
異
な
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
が
一
律
の
単
価
と
な
っ

て
お
り
、
工
場
で
か
か
る
手
間
が
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
。
住
宅
会
社
に
は
資
材
を
有
償
支
給
す

る
会
社
が
あ
り
、
資
材
が
バ
ン
ド
ル
で
送
ら
れ

て
く
る
。
そ
の
中
に
は
使
え
な
い
材
も
入
っ
て

い
る
の
に
、こ
の
こ
と
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

工
場
側
が
大
量
に
送
ら
れ
た
資
材
を
預
か
る
こ

の
と
も
あ
る
が
、
そ
の
経
費
等
も
考
慮
し
て
い

た
だ
き
た
い
等
の
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

■
全
国
知
事
会
　
国
産
木
材
の

需
要
拡
大
に
向
け
た
提
言

全
国
知
事
会
は
７
月
に
「
第
９
回
国
産
木
材

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
」（
リ
ー

ダ
ー
：
東
京
都
知
事
）
を
開
催
し
、「
国
産
木

材
の
需
要
拡
大
に
向
け
た
提
言
」
を
と
り
ま
と

め
、
８
月
に
小
池
東
京
都
知
事
か
ら
小
泉
農
林

水
産
大
臣
、
あ
べ
文
部
科
学
大
臣
に
要
請
活
動

を
行
っ
た
。

提
言
の
項
目
は
次
の
と
お
り
。

１　

新
た
な
国
産
木
材
の
需
要
創
出

（
１
）
民
間
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
の

推
進
【
重
点
事
項
①
】　

ア　

Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材

の
流
通
量
拡
大
、
イ　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
普
及
、
ウ　

加
工
供
給
体
制
の
強
化
、
エ　

国
産
木
材
の
利

た
。
原
木
価
格
の
安
定
が
続
け
ば
、
１
０
月
以

降
の
出
材
は
徐
々
に
増
す
と
考
え
て
い
る
。（
四

国
）
夏
の
猛
暑
の
た
め
、
熱
中
症
対
策
も
あ
り
、

生
産
量
は
８
月
～
９
月
は
減
少
気
味
。
秋
口
に

か
け
て
若
干
増
え
る
と
予
想
。
秋
口
の
値
上
が

り
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

山
で
は
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
ス
ギ

の
大
径
材
の
問
題
が
出
て
き
て
い
る
。
太
く
な

り
す
ぎ
て
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
等
の
機
械
で
は
対
応

で
き
ず
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
元
伐
り
お
よ

び
造
材
が
必
要
に
な
っ
て
お
り
、
作
業
工
程
が

落
ち
る
。（
九
州
） 

こ
の
夏
は
猛
暑
の
た
め
丸
太

の
出
材
量
が
減
少
し
て
い
る
。
今
後
の
丸
太
の

出
材
は
、
こ
の
ま
ま
横
ば
い
で
た
い
し
て
増
え

な
い
の
で
は
な
か
。
理
由
は
、
伐
採
搬
出
コ
ス

ト
の
上
昇
、
高
性
能
林
業
機
械
が
高
額
で
修
理

代
も
大
き
く
機
械
の
更
新
が
進
ま
な
い
こ
と
な

ど
。
高
性
能
林
業
機
械
の
更
新
を
諦
め
る
業
者

も
あ
る
。
運
送
コ
ス
ト
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

２
．
木
材
の
合
理
的
な
価
格
形
成
に
向
け
て

○
事
業
者
等
か
ら
の
情
報
提
供

①
（
一
社
）
全
国
木
材
市
売
買
方
連
盟
の
草

野
事
務
局
長
か
ら
、
全
買
連
が
本
年
始
め
た
木

材
運
搬
手
数
料
受
領
理
解
促
進
活
動
に
つ
い
て

次
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
材
木
店

は
、
木
材
の
配
達
経
費
に
つ
い
て
、
配
達
料
と

い
う
認
識
が
な
い
の
で
請
求
し
て
い
な
い
、
配

達
料
と
い
う
認
識
は
あ
る
が
請
求
せ
ず
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
売
り
手
は

配
達
コ
ス
ト
を
明
示
せ
ず
請
求
せ
ず
、
買
い
手

も
そ
れ
が
当
然
だ
と
す
る
取
引
形
態
で
あ
る
。

木
材
需
要
の
減
退
と
価
格
低
迷
、
人
件
費
や
燃

料
費
等
諸
物
価
の
上
昇
に
よ
り
利
益
が
減
少
し

て
い
る
現
状
で
は
、
配
達
経
費
が
回
収
さ
れ
な

い
こ
と
が
採
算
性
の
悪
化
に
影
響
し
て
い
る
。

当
連
盟
の
活
動
の
や
り
方
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲

用
を
促
進
す
る
制
度
等
の
創
設
、（
２
）
木
塀

の
普
及
、（
３
）
不
燃
木
材
等
の
屋
外
利
用
の

促
進
、（
４
）
木
材
・
木
材
製
品
の
輸
出
拡
大

【
重
点
事
項
②
】、（
５
）
土
木
分
野
で
の
利
用
、

（
６
）
仮
設
物
で
の
利
用
、（
７
）
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
安
定
供
給
、（
８
）
森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
促
進
、（
９
）
広
葉
樹
資
源
の
活
用
、

（
10
）
新
た
な
素
材
と
し
て
の
木
材
の
活
用
促

進
、（
11
）
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
新
た

な
省
エ
ネ
基
準
へ
の
対
応

２　

公
共
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
の
推
進

（
１
）
財
源
の
確
保
【
重
点
事
項
③
】、（
２
）

企
画
立
案
の
推
進
、（
３
）
設
計
・
維
持
管
理

の
円
滑
化

３　

大
規
模
な
木
造
建
築
物
の
設
計
や
施
工
を

担
う
人
材
の
育
成

（
１
）
建
築
士
等
の
育
成
【
重
点
事
項
④
】、

（
２
）
地
方
公
共
団
体
職
員
等
の
育
成

４　

新
た
な
技
術
の
研
究
開
発

（
１
）
新
た
な
技
術
の
開
発
を
促
進
す
る
環

境
整
備
、（
２
）
大
径
材
の
活
用
に
向
け
た
技

術
開
発

５　

国
産
木
材
活
用
の
意
義
や
魅
力
の
周
知
・

啓
発

（
１
）
木
材
の
特
性
や
木
材
活
用
の
メ
リ
ッ

ト
・
効
果
の
発
信
【
重
点
事
項
⑤
】、（
２
）
木

材
利
用
の
拡
大
に
向
け
た
普
及
・
啓
発
、（
３
）

「
森
林
認
証
材
」
の
利
用
促
進

６　

生
産
・
流
通
体
制
の
強
化

（
１
）
伐
採
・
搬
出
・
流
通
基
盤
の
整
備
、

（
２
）
林
業
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
、（
３
）

木
材
需
要
者
と
木
材
供
給
者
を
繋
ぐ
仕
組
み
の

構
築
、（
４
）
国
産
木
材
へ
の
転
換
促
進
【
重

点
事
項
⑥
】、（
５
）
花
粉
症
対
策
の
推
進
【
重

点
事
項
⑦
】

提
言
の
全
文
は
次
の
全
国
知
事
会
の
ウ
ェ
ブ
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■
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の

施
行
に
つ
い
て

林
野
庁
か
ら
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
等

に
つ
い
て
の
周
知
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
次
に
掲

載
し
ま
す
。

○
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
と
は

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
は
、
合
法
的
に
伐
採
さ

れ
た
木
材
や
木
材
製
品
の
流
通
及
び
利
用
を
促

進
す
る
法
律
で
す
。

令
和
７
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
法
で

は
、
国
内
市
場
に
最
初
に
木
材
を
持
ち
込
む
事

業
者
に
よ
る
、
木
材
・
木
材
製
品
の
合
法
性
確

認
等
が
新
た
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

○
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
は
、
市
場
を
含

む
木
材
関
連
事
業
者
や
素
材
生
産
販
売
事
業
者

が
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
基
づ
く
原
材
料
情
報

や
合
法
性
確
認
結
果
等
の
伝
達
、
記
録
の
作

成
・
保
存
、
報
告
書
の
作
成
等
を
行
う
た
め
の

シ
ス
テ
ム
で
す
。

本
シ
ス
テ
ム
は
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
無

償
で
本
年
４
月
か
ら
提
供
さ
れ
、
Ｐ
Ｃ
の
ほ
か

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で
利
用
可

能
で
す
。
シ
ス
テ
ム
へ
の
利
用
者
登
録
や
シ
ス

テ
ム
の
詳
細
は
下
記
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
・
ナ
ビ
：
流
通
木
材
の
合

法
性
確
認
シ
ス
テ
ム
（
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
シ
ス

テ
ム
）

https://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
riyou/goho/clean-w

ood-system
/

○
登
録
木
材
関
連
事
業
者

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に

基
づ
き
登
録
を
受
け
、
合

法
性
が
確
認
で
き
た
木

材
・
木
材
製
品
を
積
極
的

に
取
り
扱
う
「
登
録
木
材

関
連
事
業
者
」
の
証
で
あ

る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し

ま
し
た
。
登
録
木
材
関
連

事
業
者
に
広
く
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
活
用
い
た
だ
く
こ
と

で
、
登
録
制
度
の
認
知
度

が
上
が
り
、
登
録
木
材
関

連
事
業
者
の
更
な
る
信
頼

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
・
ナ

ビク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の

詳
細
や
様
々
な
国
・
地
域

の
情
報
等
を
林
野
庁
情
報

提
供
サ
イ
ト
「
ク
リ
ー
ン

ウ
ッ
ド
・
ナ
ビ
」
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご

覧
下
さ
い
。

■
10
月
は
木
材
利
用
推
進
月
間

10
月
８
日
は
木
の
日
、
10
月
は
木
材
利
用
推

進
月
間
で
す
。
全
国
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
以
下
の
木
材
利
用
促
進
本
部
の

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
riyou/kidukai/honbu.htm
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■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

習
会
開
催
の
ご
案
内

全
市
連
で
は
、
木
材
を
取
り
扱
う
方
々
等
を

対
象
に
木
の
見
分
け
方
や
基
本
的
性
質
、
木
造

建
築
に
関
す
る
実
践
的
な
知
識
、
日
本
の
林
業

の
ほ
か
環
境
問
題
や
木
材
需
給
等
の
学
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
下
記
に
よ
り
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
定
員
は
東
京

会
場
が
40
名
程
度
、大
阪
会
場
が
40
名
程
度
で
、

日
程
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
東
京
会
場
） 

令
和
８
年
２
月
６
日
（
金
）
９
：

30
～
17
：
20
、
２
月
７
日
（
土
）　

９
：
00

～
16
：
00
（
於
）
砂
防
会
館
（
東
京
都
千
代

田
区
平
川
町
２-

７-

４
）

（
大
阪
会
場
）　

令
和
8
年
２
月
20
日（
金
）９
：

30
～
17
：
20
、
２
月
21
日
（
土
）　

９
：
00

～
16
：
00
（
於
）
大
阪
木
材
仲
買
会
館
（
大

阪
市
西
区
南
堀
江
４
丁
目
18
番
10
号
）

受
講
料
は
、
２
５
、０
０
０
円
（
受
講
料
、

テ
キ
ス
ト
代
等
を
含
む
）

申
し
込
み
の
受
付
は
12
月
１
日
以
降
。

〈
問
合
先
〉（
一
社
）
全
日
本
木
材
市
場
連
盟　

文
京
区
後
楽
１-

７-

12　

林
友
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３-

３
８
１
８-

２
９
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３-

３
８
１
８-

２
９
０
７

(1) 所有する樹木について、譲渡し先等を自ら決定する樹木の所有者
　・自ら伐採及び販売(販売の委託を含む)を行う自伐林家
　・伐採のみ委託し、販売(販売の委託を含む)は自ら行う樹木の所有者

(2) 樹木の所有者から、当該樹木の譲渡し先等の決定を委ねられた事業者
　・伐採と販売（販売の再委託を含む）の両方を受託した素材生産販売事業者等

素材生産販売事業者

木材関連事業者

クリーンウッド法における木材関連事業者・素材生産販売事業者の役割

伐採のみを行う事業者は伐採木の売却等の判断を行わないため素材生産販売事業者には該当しません。

国産材を取り扱う事業者 輸入材を取り扱う事業者

● 伐採事業者から丸太を購入する製材工場
● 原木市場
● 原木を購入して輸出する事業者
● 自社林を自社工場で製材し販売する事業者
    など

● 輸入商社
● 代行輸入事業者
● 自社で輸入を行う合板工場
    など

対象となる事業者

木材関連事業者とは、木材等の加工・製造・譲渡し等を行う事業者です。以下の２つに区分されます。

素材生産販売事業者は、素材の生産及び流通について主体的に決定する(1)(2)の事業者です。

素材生産販売事業者や海外の輸出事業者から木材等を譲受ける等、国内市場に最
初に木材等を持ち込む事業者

● 製材工場
● 流通事業者
● 建築事業者
    など

第１種木材関連事業以外の事業を行う
木材関連事業者

原木市場や製材工場、輸入商社などから木材
等を購入する

ポイント

建築・建設事業者、FIT ／ FIP認定事業者 ……… 法の対象物品の譲渡しを行いませんが、例外として木材関連事業者に該当します。
所有権の移転を伴わない販売受託………………… 木材関連事業者に該当します。

加工や物流のみを担う事業者……………………… 譲渡し先等の決定権をもたないため、木材関連事業者に該当しません。

木材等を自家消費する場合………………………… 木材の譲渡しを行わないため、基本的に木材関連事業者には該当しません。

!

合
法
性
確
認

消
費
者
等

記
録
保
存
等

情
報
の
受
取

情
報
伝
達

記
録
保
存
等

情
報
の
受
取

情
報
伝
達

記
録
保
存
等

素材生産販売
事業者

体制整備、合法材の数量増加に係る措置、違法伐採に係る木材等を利用しないための措置、
消費者等への情報伝達、登録事業者等であることの情報提供

求めに応じた
情報提供

海外の
輸出事業者

木材関連事業者

A4

A4

A4

情
報
伝
達

第1種
木材関連事業者

第2種
木材関連事業者

第2種
木材関連事業者

木材等の流れ

義務

努力義務

事業者は合法伐採木材等の
利用に取り組む必要があります

　違法伐採問題への対応の機運が国際的に高まり、我が国では、「違法に伐採された木材は使用しない」とい
う基本的な考えのもと、2006年から、グリーン購入法に基づき政府調達においては、合法性が証明された木
材が調達されることとなりました。このような取り組みを、民間の調達まで拡大する仕組みとして、2016年
5月「クリーンウッド法」が制定されました。
　この法律は、我が国又は原産国の法令に適合して伐採された樹木を材料とする木材・製品の流通及び利用を
促進することを目的として、登録制度等を定めるとともに、事業者が行う義務及び事業者や国が取り組むべき
措置等について定めています。

① 素材　
② 板材、角材　
③ 単板、突き板及び構造用パネル（ＯＳＢ）
④ ②、③又はこれらに類するものを接着等して製造されたもの

（合板、単板積層材、集成材、直交集成板、たて継ぎ材等）（ＤＬＴ、ＮＬＴ等の接着剤を
使用せずに接合したものやＩ型複合梁を含む）

⑤ のこくず・木くず（ペレット状）・チップ

フローリング、木質系セメント板、サイディングボードのうち、木材を使用したもの、戸（主
たる部材に木材を使用したものに限る。）及びその枠（基材に木材を使用したものに限る。）
など

いす、机、棚、収納用じゅう器（ロッカー等）、ローパーティション、コートハンガー、傘立て、
掲示板、黒板、ホワイトボード、ベッドフレームのうち、主たる部材に木材を使用したもの

木材パルプ、コピー用紙、フォーム用紙、印刷用紙、トイレットペーパー、
ティッシュペーパー、インクジェットカラープリンター用塗工紙

● 素材生産販売事業者
　 木材関連事業者からの求めに応じ、合法性の確認に資する情報を提供する義務
● 木材関連事業者
　・第１種木材関連事業者は合法性の確認等を行う義務  
　・第２種木材関連事業者は情報受取等の努力義務   
　・第１種・第２種ともに合法伐採木材の利用確保のための措置に関する努力義務

クリーンウッド法における各事業者の役割（義務と努力義務）は次のとおりです。

必ず行わなければならない事項
行うよう努力すべき事項、取り組むことが求められる事項

義　　務

詳細は➡p.4

詳細は➡p.5～6

詳細は➡p.7～8

詳細は➡p.8

努力義務

木材は基本的に対象ですポイント
木 材

建材・建具

家 具

パルプ紙

クリーンウッド法とは

クリーンウッド法の対象となる物品

クリーンウッド法と対象となる各事業者の役割（義務と努力義務）

具体的なケースについては次ページへ

第１種木材関連事業者 第２種木材関連事業者

1 2


